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１.24年国際援助額は7.1％減少、25年は更に。
対照的に世界の軍事は22年 23年で6.8％増加

• ODA減少は国際機関への供出・ウクラ
イナ支援・人道援助・国内の難民支援
への減少が主因。

• 24年ODA合計0.212兆＄×150円⁼31.8兆円
https://www.oecd.org/en/about/news/press-releases/2025/04/official-development-assistance-2024-
figures.html
https://www.oecd.org/en/topics/oda-trends-and-statistics.html

23年軍事費2.443兆＄
×150円＝

366.5兆円
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2.ガザでは国際人道法無視の民間攻撃と飢え、
バングラデシュのロヒンギャ難民も支援半減？

https://www.bbc.com/japanese/articl
es/cz95n9qjkj5o

https://www.jiji.com/jc/article?k=2025030900241&g=int

https://www.cnn.co.jp/world/35232487.html



3．人道支援の軍事化：食料配給を攻撃する
国際人道法に調印した国々の国連や国際法無視の非道
朝日新聞、250605；
https://digital.asahi.com/articles/DA3S16228993.html?ref
=pcviewer

ガザはこの世の地獄よりも
ひどい状態になっている、
と国際赤十字委員会（ICRC) 
の責任者がBBCに語った。
ジュネーブのICRC本部でイ
ンタビューに応じた国際赤
十字委員会のミリヤナ・ス
ポルヤリッチ委員長は、ガ
ザ紛争の惨状を目の当たり
にして、「人類は失敗して
いる」と語った。

BBC, 250605:
https://www.bbc.com/news/articles/cvgq0gy82wjo



戦争/紛争にもルールがある
ジュネーブ条約
負傷者、病者、難船者及び捕虜、これらの
者の救済にあたる衛生要員及び宗教要員並
びに文民を保護することによって、武力紛
争による被害をできる限り軽減することを
目的とした4条約の総称

ジュネーヴ条約（赤十字条約） → 戦地にある軍隊
の傷者及び病者の状態の改善に関する1949年8月12
日のジュネーヴ条約（第1条約）

ジュネーヴ条約の原則を海戦に応用する条約 → 海
上にある軍隊の傷者、病者及び難船者の状態の改
善に関する1949年8月12日のジュネーヴ条約（第2
条約）

俘虜の待遇に関する条約 → 捕虜の待遇に関する
1949年8月12日のジュネーヴ条約（第3条約）

戦時における文民の保護に関する1949年8月12日の
ジュネーヴ条約（第4条約、新設）

ハーグ陸戦法規
交戦者の定義や、宣戦布告、戦闘員・非
戦闘員の定義、捕虜・傷病者の扱い、使
用してはならない戦術、降服・休戦など
が規定されているが、現在では各分野に
おいてより細かな別の条約にその役割を
譲っているものも多い。
交戦者の資格:誰が戦闘員として認められるか、ま
たは非戦闘員として扱われるかなどを規定。

捕虜の取り扱い:捕虜の虐待禁止、待遇に関する規
定など。

傷病者の扱い:傷病兵の保護、治療に関する規定な
ど。

使用してはならない兵器:特定の兵器（毒ガス、毒
薬、弾薬など）の使用を禁止。

降伏:降伏の方法、降伏後の取り扱いなどを規定。

占領:占領地の住民保護、財産保護などを規定。



４.日本のODAは今も経済成長と国益追及
１）行政が自由に仕切るために開発協力法でなく「開発協力大綱」の目的

(1)平和で安定し、繁栄した国際社会の形成に一層積極的に貢献

(2)国益の実現に貢献

重点政策の1.「質の高い成長」と貧困撲滅：質をどう計る、成長と貧困の関係？

２）23年の金額は米・独に次ぐ三番目だが、一人当たり金額は17位、

GNP比は目標0.7％に遠い0.44％で12位

３）使途は、今も経済インフラや工業中心

４）半分以上が有償(58.9％,DAC平均10.9％)

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/press/shiryo/pagew_000001_00321.html



PARCの日本のODA批判

嵩む債務、沈む大地
https://parc-
jp.org/av/2025-
bangladesh-movie/



5．国際協力の戦略としてOSAの創設と増額

• 我が国が戦後最も厳しく複雑な安全保障環境
に置かれる中、力による一方的な現状変更を
抑止して、特にインド太平洋地域における平
和と安定を確保し、我が国にとって望ましい
安全保障環境を創出するためには、我が国自
身の防衛力の抜本的強化に加え、同志国の抑
止力を向上させることが不可欠。

• こうした目的を達成するため、開発途上国の
経済社会開発を目的とする政府開発援助
(ODA)とは別に、同志国の安全保障上のニー
ズに応え、資機材の供与やインフラの整備等
を行う、軍等が裨益者となる新たな無償によ
る資金協力の枠組み(「政府安全保障能力強化
支援（OSA）」)を23年度から導入。

https://www.mofa.go.jp/mofaj/fp/ipc/page4_005828.html

https://digital.asahi.com/articles/ASSDW2TVBSD
WUTFK00GM.html

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUA22
5PO0S3A221C2000000
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